
















































1.はじめに

数年前,著者らは,名古屋市児童福祉センターの全面的な協力のもとに,心身障害を理由に

児童相談所を訪れた児童を対象として,電算機処理による統計的分析を行い,最近の心身障

害幼児に関するいくつかの特徴を指摘した。この分析結果は厚生省心身障害研究として報

告されたが,その内容は,単純集計を中心としており,一部についてのみ二項目間の二次ク

ロス分析を行ったに過ぎなかった。当時の情報資料は,電算機用のフロッピーディスクに

収められ,より詳細な分析に供せられる予定となっていたが,研究の当事者たる岡田の所属

変更や電算機処理の条件設定などの理由により,今日までこれを行うことができなかった。

このたび著者は,厚生省心身障害研究「鴨下班」の一員として,上記の資料に関してより詳

細な分析を行うことができたので,その概略を報告する。


